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はじめに
17世紀中期，とりわけ1654年から1661年にかけて，「オ女」 (laprecieuse) 
と呼ばれる女性たちが世間の注目を浴び，文学作品の格好の題材となった。
モリエールやヒ°ュール神父をはじめとする同時代の人々は，ある時は彼女
たちの欠点や癖を痛烈に批判し，またある時は彼女たちの優雅な社交生活
を生き生きと興味深く描き出した。そして，ソメーズ (AntoineBaudeau de 
Somaize) もまた，オ女たちの実像を滑稽に描いた作家の 1人である。 R.
ラチュイエールは，謎に包まれたこの作家について，「『オ女気取り』の初
演からほぼ2カ月後，新しい人物が登場し，モリエールを食い物にして文
壇で名を成すために現実の問題 (i'actualite)を利用しようとしていた凡」
と述べている。事実，モリエールの笑劇である『オ女気取り』 (LesPrecieuses 
ridicules, 1659)を剰窃したことが理由で，オ女たちを主題とするソメーズ
の作品は，現在では文学史において殆ど評価されなくなっている。しかし，
別の角度から，当時の社会的現象であるプレシオジテの記録としてそれら
の作品を読み直すならば，プレシオジテを解明するための注目に値する内
容が明らかになると思われる。
さて，これから取り上げる『オ女裁判』 (LeProces des Precieuses, 1660) 
は一幕韻文の喜劇である。『真のオ女たち』 (LesVeritables Precieuses, 
1660)の中で，オ女たちの話している「プレシューな言葉」 (lelangage 
precieux)を徹底的に批判したソメーズは，今度はこの作品においてどのよ
うな「オ女」批判を展開するのだろうか。本論では，プレシオジテの生ま
れた当時の社会的背景を踏まえながら，ソメーズがこの風潮をどう観察し
ていたのか，また，この作品にはどのような特色が見られるのか，登場人
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物の言動に着目して明らかにしたい。
I. オ女の流行
まず，この作品に見える，オ女たちの置かれている当時の社会的状況を
確認しておきたい。この喜劇の舞台はパリである。メーヌ州 (leMaine) 
の地方貴族であるリベルクール (Ribercour) は，下僕のログスピーヌ
(Roguespine)を連れてパリにやって来る。ル・マン CleMans)の貴族の代
表として，オ女たちを訴えるためにパリに派遣されたことを主人の口から
聞くと，ログスピーヌは，「オ女」と呼ばれる女性たちの存在に強い好奇心
を抱き，主人に次のように話す。
〔・・〕 6年前から世間の人々 Clemonde)はオ女たちの話をしています。
他の噂は何も聞きません。その「オ女」という言葉は地方で大流行し
ています。御婦人方は毎日みんなでその言葉のことをひどく悪く言い
ます。また，何人かでパリに出掛けると，すぐさま，最もお気に入り
の人たち宛てに達筆に書いた手紙の中で，パリは最も辛い苦しみ
(ennuis)もことごとく癒してしまう所で，そこではオ女たちが物笑い
となり，あまり幸せではないこと，ともかく多くの理由でオ女たちの
ことが印刷され本になったことをはっきりと述べています。要する
に，パリ，メーヌ， リヨン， トリノ，ジェノア，そして他の l万6千
の場所で，オ女たちとプレシューな人々 (precieux)が多くの美女たち，
侍女たち，貴族の女性たち (demoiselles)の話の種になっているので
す2)。
彼の台詞にある「 6年前」とは，プレシオジテがパリで生まれた1654年，
つまり「オ女」の流行期間の最初の年を指している。ところで，「オ女」が
17世紀に現れた新しい種類の女性として当時の人々の間で大変な話題に
なっていたことを指摘するのは，ソメーズだけではない。既に，モリエー
ルもこのプレシオジテの風潮に注目していた。『オ女気取り』の中で，似非
才女のマドウロン (Magdelon) とカトー (Cathos)に冷たくあしらわれた
貴族のラ・グランジュ (LaGrange)は，強く憤りながら，「プレシューな
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空気 (l'airprecieux)はパリを汚染しただけでなく地方にまで広がりました。
そして，あの滑稽な気取ったお嬢様たち (nosdonzelles ridicules)はその空
気をたっぷりと吸い込んでしまったわけです叫」と言い，「オ女」の流行
に翻弄された地方の女性たちを厳しく批判している。 R.ブレは，パリから
地方へ波及した「プレシューな流行」について次のように述べている。
我々はパリのことしか論じていない。しかしながら，マドウロンとカ
トーは「地方の気取った馬鹿な女たち」 (despecques provinciales)であ
る。ソメーズは時に我々をリヨンとトゥールーズヘ導く。プレシオジ
テの運動は，確かに首都だけに留まらなかった。シャペルは1656年に
モンペリエでオ女たちに遭遇した。パリの女性にならって，彼女たち
は，気取った言葉 (lesmignardises), 《r》を喉で強く響かせる話し方
(le parler gras) , そして馬鹿げた話を好んでいた。〔…〕しかし，白状
するが，我々はこれらの地方の人々 (cesmilieux provinciaux)につい
て大したことは知らない。パリ以外の場所のプレシオジテを思い描く
ことはまだ困難である。確かなことは，プレシオジテが，地方におい
ても首都における場合と同様に重要性を持ち，持続したことである丸
このように，「プレシューな流行」という社会的現象が17世紀の中頃に起
こったのはなぜだろうか。その流行の発端となる最も注目すべき事実は「オ
女」の出現である。これについて，シュヴァリエ・ド・セヴィニエは，サ
ヴォワ公爵夫人ことクリスチーヌ・ド・フランスに宛てた1654年4月3日
付の手紙の中で，次のように記している。 J.-M.プルの引用による。
「オ女」と呼ばれる，ある種の娘たちや婦人たちがパリにおります。彼
女たちには隠語 (unjargon) と顔の表情の科 (desmines)があり，人
を驚かせるような腰の振り方もします。少し前に，彼女たちの国を旅
行するための地図が作られました列
この手紙の書かれた1654年は，ログスピーヌの台詞にあるように，まさに
才女たちが世間の人々の噂になり始めた年である。その後の「オ女」を取
り巻く女性たちの変化について， R.ブレは，スカロンの一節を引用し，パ
リの「真のオ女」を滑稽に模倣する女性たちが数多く現れたことを紹介し
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ている。
さて，厄介な男たちと女たちの話題に戻ろう，私はオ女たちをその仲
間のうちに数えている。もちろん，彼女たちは偽物であり，その長所
は全て，言葉すなわち隠語と《r》音を喉で強く響かせる話し方といく
つかの愚かな気取りだけである。また，彼女たちは要するに勿体振っ
た人間にすぎず，すこぶる価値のあるオ女ではない。人々が王女様た
ちと同じくらいに尊敬するオ女がパリに2・3人存在するからである。
しかし，そのオ女たちは多くの雌猿どもを生んでおり，モデルがその
者たちを大いに駄目にしてしまったと誠実に言うことができる6)。
こうして，パリに存在する「真のオ女」．を頂点として，滑稽な気取りで周
囲の聾整を買う「似非才女」たちが続々と出現した結果，本来ならば， 17
世紀における女性の理想像として卓越した高貴な女性を意味する「オ女」
という語に軽蔑的な意味が加わるようになる。実在したことが当時の人々
に確認されているにもかかわらず，「真のオ女」が人々の非難と嘲笑を恐れ
て姿を隠してしまったのはこのためであると言えよう。その証拠に，リベ
ルクールは，消えてしまった「オ女」の存在の謎について，その理由を次
のように明らかにしている。
才女たちがみんな身を隠したがるからである。自分たちのことで人に
何か知られることを全く望まない。また，オ女たちの中で最も偉大な
女性たちは，自分はそのようなオ女ではないと言うのである”。
さて，ここで注意すべきことは，「オ女」の出現が決して自然発生的な出
来事ではなかったということである。 R.プレは， 17世紀のフランスの社会
にプレシオジテが生まれるための要因を次のように説明する。
プレシオジテは〔…〕余暇の産物である。もともと，それはある才能
をもった人の特徴というよりはむしろ，ある環境またはある時代全体
の雰囲気 (latonalite)である。それはいくつかの状況を合わせもつ文
明の中で発展する。それは野蛮，暴力，強い情熱とは相容れないよう
に思われる。それは戦闘の音を好まない。頭を使う遊戯 (jeud'esprit) 
であるプレシオジテは，精神の落ち着きを必要とするからである丸
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ここでは2つの要因が指摘されている。第一に歴史的要因として，戦争の
ない国家の安定した状態であり，第二に社会的要因として，女性たちの経
済的余裕から生じる余暇の増大である。典型的な例を挙げれば，マドウロ
ンとカトーは，貴族の出身ではないけれども，平穏な生活を送りながら，
「オ女」の真似事に夢中になれるだけの時間と経済力に恵まれた中産階級の
娘たちである。そして，プレシオジテがフランス特有の社会的現象として
生まれ，発展するには，さらにもう 1つの要因が不可欠だった。それはサ
ロンと閾房 (laruelle)における社交生活の開花である。 L.ジョリエは次の
ように述べている。
17世紀前半にある出来事が起こるが，それは13世紀において宮廷生活
と宮廷風恋愛文学 (lalitterature courtoise)の誕生とともに確認した出
来事と類似している。すなわち，優雅な社交界の再来である。結果と
して，文学に女性の影響が及ぶようになる。
16世紀の初めに，宮廷生活はフランソワ l世を中心に成立していた。
〔…〕だが，宗教戦争の間に，上品さ (lapolitesse) と女性たちは背景
に押しやられてしまった。アンリ 4世の即位による国内平和の回復と
ともに，状況は貴族にとって余暇のある社交生活に再び好都合なもの
となる。
その動きの中心は，国王の宮廷ではなく，繊細な嗜好と教養のある精
神を具えた貴婦人のサロンだった叫
このように， 17世紀の中頃に「オ女」の出現が現実化するその社会的背景
には，少なくともこれら 3つの要因が相互に影響を及ぼしながら存在した
と考えられる。
それでは，ソメーズはこの作品において「プレシューな流行」をどう滑
稽に描いているのだろうか。次の 2つの場面を見てみよう。まず，「プレ
シューな言葉」の教師であるパンクラス (Pancrace)が登場する。リベル
クールとパリで出会い，彼から上京の目的とオ女たちを訴えるためにアカ
デミー・フランセーズに提出した嘆願書の内容を知らされる。すると，オ
女たちを非難するリベルクールの意見に同調し，自分の職業をスペイン語，
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イタリア語，フランス語の教師であると偽って，パンクラスは彼に次のよ
うに語る。
あなたもよく御存じのように，私はこの10年間，運に恵まれて好きな
職につき，パリの町で失敗もなく堂々としかも大変気楽に，スペイン
語とイタリア語を，そしてフランス語もまた自分の家で教えてきまし
た。しかしながら今日では，私を破産させようとして，人々は非難す
べきある隠語 (unjargon)をべちゃべちゃとしゃべっているのです。
私の生徒たちは悔しがって，もう少しで私のもとを離れてしまいそう
です。また，ある外国人がいまして，私をよくいらいらさせるのです
が，覚えようと努力しているフランス語を下手なりにでも話すよう
に，数週間やはり腹も立てながら，彼のために苦労したところ，彼
は私の所へ来てひどいことを言い，侮辱的な口調で，私が彼からお金
を盗んでいる，私の所で少しも教わらなかった隠語 (unpatois) を話
している女性たち，名士たち(desil ustres) , 大人物たち(desbelles ames) 
の中に自分はいたとこう叫ぶのです。〔・・・） 10) 
次に，ロドジーヌ (Rodogine) という娘が登場する。彼女は「プレシュー
な言葉」を習っている生徒で，テオクリット (Theocrite) という教師の家
に通っている。ところが，ある時，その教師の家へ向かうところをログス
ピーヌに目撃され，声を掛けられる。彼の話から，オ女たちの作った「プ
レシューな言葉」が有害であり， リベルクールがその言菓の使用禁止を求
めてパリで嘆願を行っていることを知ると，彼女はすっかり学ぶ意欲を失
い，払った授業料を返すようにテオクリットに猛烈に抗議する。
もう 1つ気掛かりなことがあります。そして，ここでお目にかかった
のは，私はプレシューな言葉を習いにここへ来ましたけれど，ただ，
先生が奪い取ろうと思われたお金を返して頂くためなのです。その言
葉がまもなく使われなくなってしまう以上，聖クレパン硬貨を私に返
してもらうのは当たり前のことですからね叫
一方，テオクリットは彼女の抗議に耳を貸さず，次のように言う。
確かに，プレシューな言葉は素晴らしいものだ。なにしろ，非常に新
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しい方法でプレシューな言葉を話すことのできる人々が話題になっ
てしヽ るのだから・・・・・・12)
実は，テオクリットは，スペイン語，イタリア語，フランス語の教師であ
るにもかかわらず，流行に巧みに便乗して「プレシューな言葉」の教師を
装い，ロドジーヌを蝙していたのである。このように，ソメーズは， 日常
生活において「プレシューな言葉」が人々にもたらす混乱を面白く表現し
ている。従って，「プレシューな流行」を興味深く観察する中で，彼が最も
注目していたのは「オ女」たちの話す言葉であると言える。
I. 訴えられるオ女たち
それでは，いよいよ才女たちが訴えられる具体的な理由を見てみたい。
リベルクールは，アカデミー・フランセーズに提出した嘆願書の中で，メー
ヌ地方の異常な現状を次のように述べている。
アカデミーの裁判官各位
ル・マン出身の貴族， ド・リベルクールが，貴族の代表として先生方
に嘘偽りなく謹んで以下のことを嘆願致します。（…〕しばらく前か
ら彼らの地方にある種の言葉（遣い）が，より正確に言えば，〔…〕
彼らの誰も知らない，プレシューと呼ばれる訳の分からない話し方
(un baragouinage)が刻一刻と広まりつつあります。新しいものは気に
入られやすいので，その言葉は，私たちの地方では，脳みそが乏しく
いろいろとおかしな感化を受けやすい人々に受け入れられています。
その人々は，思いますに，その言葉が大変分かりにくいものであり，
パリで発生してから自分たちの戸口まで入り込んだことを口実にし
て，もし仮に全員でその言葉を熱心に学んで存続させることができる
ならば， 自分たちは大変有名になる，また， 1人 1人が無知の暗闇
(tenebres)を逃れ自分たちと一般の庶民 (lecommun)とを区別するの
に確実な機会であると思い込んでしまいました13)。
彼は，地方における「プレシューな言葉」の蔓延に危機感を抱いており，
その理由を次のように述べる。
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しかし，そのことは地方に大変な損害と迷惑をもたらします。時には
混乱が激しくなって，人との交際 (lecommerce)を台無しにするから
であり，また，絶えず自分に数人の通訳を付けておくために，やはり
大いに悔やみながら，人々が毎日沢山のデュカ金貨を使い果たしてし
まうからです14)。
そして，彼が嘆願するのは次のようなことである。
以上のことから，あのオ女たちの大きな集団全員を，この混乱が鎮ま
るように，オ女たちが敗北して反逆者と見られるように，先生方の面
前に召喚すること，そして，オ女たちが，殺裁を引き起こすかもしれ
ないかくも危険な言葉をまず放棄し，宣誓して捨て，使用をやめ，否
認せざるを得なくすることが先生方の意に叶うことを望みます。ま
た，当然ながら，そのような言葉をもう使用してはならない，二度と
アルタメーヌも他のいかなる小説さえも読んではならないという禁
令がすぐに，先生方からオ女たちに出されることを望みます。あるい
は，さらに厳しい懲罰として，前述の女性たちの部屋，すなわち寝台
の側面と壁との間に空間 (ruelles) を設けるような部屋を作ることを
禁じること，そして，（彼女たちの）願いを聞き入れることなく，寝
台もそのような部屋ができないように配置されることを望みます。そ
れでは，公正な裁判をお願い申し上げます15)。
このように，リベルクールは，まず才女たちを法廷に出頭させること，「プ
レシューな言葉」を放棄させることを要求している。さらに，「小説」を読
むことの禁止をオ女たちに言い渡すよう訴えている。マドウロンとカトー
が，スキュデリー嬢の小説を読むことによってオ女たちの恋愛観と結婚観
にすっかり感化されたように，彼は，「小説」をプレシオジテを広める有力
な情報の媒体としてひどく恐れるのである。
それでは，嘆願書の最後に記されているオ女たちへの「厳しい懲罰」と
は一体何を意味するのだろうか。ログスピーヌは，オ女たちに対する召喚
状 (exploit) を持った 1人の執達吏 (sergent) とともに，マレ地区に住む
あるオ女の館を訪ねる。たまたま，彼はそのオ女の部屋にパリのオ女たち
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が集まっているのを目撃する。そこで観察したことを，彼は得意げに主人
に次のように報告する。
〔…〕あの部屋は，真昼の眩い光が射し込まないのでかなり暗かったで
す。彼女たちは，強い光が当たると美しさが少し色あせることを知っ
ているので，光が入りすぎるのを防ぐために，窓の前にカーテンを引
かせているのです。後で気づいたことですが，その部屋は小さかった
のに，扉のところから，暖炉のそばまで伸びている衝立が見えました。
〔…〕彼女たちは16人ほどでした。おまけに，彼女たちはみんな〔…〕
それぞれ自分の足元に，ひどく侮辱されたような男性を 1人ずつ地ベ
たに外套を敷いてその上に座らせていました。〔…〕彼女たちは沢山
のリボンをしていたので，下らない話を抜きに申しますが，信じて下
さい，まるで雄ラバのように，みんな鈴をいつばい付けていたのです。
さらに，彼女たちのたいていの者は，醜女も美女も，それぞれ剰軽な
様子で手に杖を持って，絶えずそれをゆらゆら揺り動かしていました
16)0 
ソメーズによるこのサロンの描写には，嘆願書に記されているような「寝
台」についての言及がない。そこで， 17世紀中期のオ女たちのサロンにつ
いてもう少し詳しく見てみよう。川田靖子は次のように説明している。
現在ごく自然に用いられている「サロン」という言葉は，イタリア語
サローネ
のsalone「客間」 (sala=salleの拡大辞）から来ており，そこに客を招
いて時局や文学を論じたり，優雅な遊びを楽しむこともふくまれる。
しかし十七世紀のフランスではこの言葉はこの意味では用いられて
いなかった。
当時はリュエルruelleの名称が使われていた。この語は正確には壁に頭
をつけるようにして寝台を置いたときに，ベッドの両側にできる空間を
指す。寝室に客を迎えるというのは奇妙であるが，病身のランブイエ侯
爵夫人のとった習慣が真似されてひろまったのである。もちろん寝所に
通されたのはごく親しい友人たちに限られていた17)0
つまり，ログスピーヌが描写する例のオ女の部屋は，厳密には，本来「寝
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台と壁との間の空間」を意味し，その後，貴婦人たちが客を招き入れる寝
台の置いてある部屋全体を表すようになった《ruelle》（閾房）という語で
呼ばれるものである。
ここで， リベルクールの要求する「厳しい懲罰」に話を戻そう。オ女た
ちの部屋にある「寝台の側面と壁との間に空間 (ruelles) を設けないよう
にすること」とは，要するに，サロンに客を招くことの禁止を意味する。
彼の訴えが認められれば，事実上，オ女たちは社交生活における「集会の
禁止」を強いられることになる。「閾房はプレシオジテの舞台である」と
Rブレが指摘するほど，サロンはプレシオジテの発展に対して重要な役割
を果たしたのである。
m. オ女の反論
さて，ログスピーヌと執達吏の訪問を受け，召喚状を受け取ったオ女の
エピカリー (Epicarie)が，オ女たちの集団を代表して出頭する。そして，
アカデミーの 3人の裁判官の前で，ついにリベルクールと対面する。それ
ぞれが訴え，反論する対決の場面を見てみよう。まず， リベルクールは，
エピカリーが姿を現す前に次のように訴える。
裁判官殿，私はオ女たちに，すなわち，公共の安寧を乱し，訳の分か
らない言葉で人々の交際に恐るべき大変革を引き起こすあの危険な
女性たちに恨みを抱いております。そこで私は，嘆願書の目的に沿っ
て，彼女たちの言葉がもう存在しなくなることを要求致します18)0
次に，エピカリーが到着すると，彼は次のように冒頭陳述を行う。
〔…〕裁判官殿，私は，オ女たちの言葉が最も有名ないくつかの都市で
不意に現れて以来，私たちの言語は悲惨な状態にあると申し上げま
す。現在では，お互いが理解し合うためには，通訳を付けるか，あの
女性たちが作ったばかりの新しい辞書を持たなければなりません。私
たちにとって何たる混乱でしょう!19) 
彼は，オ女たちの生み出す「プレシューな言葉」を，意志の疎通を困難に
するという理由で厳しく非難している。彼の攻撃はさらに続く。
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〔…〕しかしながら，もし，これらの反逆する女性たちが，異端者であ
るオ女たちが依然としてあの隠語 (cejargon)を話すならば，バベルの
塔が，本当にこの時代に再ぴ生まれ，フランスに出現することになるで
しょう。それは，（…）貴族とプルジョワにとって，磨掲宮(leCapricome) 
の星の呪われた運勢よりも百倍恐れなければならない不幸です。にもか
かわらず，そのことに対してあらゆる配慮がなされないとすれば，人々
がバベルの塔を建てつつあった時に起きたような混乱が生じるでしょ
う。しかし，ああ！数多くの言語があればこそ，大変な災いが起こり，
人間たちが分裂して祭壇まで略奪し，要するに，全ての人々の間に永久
に戦争が生まれることになったのです20¥
「バベルの塔」の物語については，旧約聖書の「創世紀」にこう記されてい
る。
さて全地は同じ発音，同じ言葉であった。彼らが東から移動している
うちに，シナル（スメール）の地に平野を見出して，そこに住んだ。
そこで彼らは互いに言った。「さあ，れんがを造って，よく焼こう」。
こうして彼らは，石の代わりに，れんがを，粘土の代わりに，アスファ
ルトを手に入れた。また彼らは言った，「さあ，われわれは町と塔を
いただき
建て，その頂を天にとどかせよう。そしてわれわれの名を上げて，
全地のおもてに散ることがないようにしよう」。さて，ヤハウェは天
から下って，人の子らが建てた町と塔を見た。そこでヤハウェは言っ
た。「見よ，民は 1つで，みな同じ言葉を使っている。これが彼らの
手はじめにやったことなら，もはや彼らのやろうと思うどんなこと
も，やめさせることは出来ないだろう。さあ，われわれは下って行っ
て，彼らの言葉を乱し（バーラル），お互いに言葉が通じないように
しよう」。こうしてヤハウェは彼らをそこから全地のおもてに散らさ
れた。そこで彼らは町を建てるのを止めた。それ故に人々はその名を
バベルと呼ぶのである。というのは，そこで，ヤハウェが全地の言葉
を乱し（バーラル），そこからヤハウェは彼らを全地のおもてに散ら
されたからである叱
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この物語は，「バビロンの人々は巨大な都市と巨大な神殿の塔を建てて，世
界に離散することを免れようとしたが，それはかえって人間の言葉の混乱
と分離の原因になった22)」と考えられている。リベルクールは，オ女たち
が「プレシューな言菓」を生み出すことを，「バベルの塔」の建設に例えて，
神意に背き，言語の混乱という恐ろしい天罰をもたらす行為であるとして
厳しく非難するのである。
これに対して，エピカリーの弁明と反論が始まる。
さて，裁判官殿，ーロに申し上げますが，彼は何も悲痛なことは言っ
ておりません。また，女性たちから言葉を取り上げたいと思うことほ
ど，不公平窮まることはありませんし，私の考えでは，それほど人間
の権利に反することもありません。というのは，女性たちは，一瞬で
も言葉がないよりは，まだ魂がなくともきっと生きて行けると思うか
らです。言葉こそ女性たちの真の共有財産であるということは確実に
知られています23)。
このように，彼女は，「プレシューな言葉」をオ女たちから奪い去ることは
女性の権利を著しく侵害する行為であるとして強く反発する。そして，言
語が数多く存在することが必ずしも社会に不利益や混乱をもたらすとは限
らないことを次のように述べる。
彼の主張は全て，過ぎ去った過去の混乱のことに長々と及んでおり，
彼は私たちが言葉の混乱にひどく脅かされていると思い込んでいま
す。〔…〕それはまるで，パリが今何かの驚くべき不幸を恐れている
かのようです。現在では，人々はパリで，メーヌ地方やアルルで話す
ように言葉を話し，また，人々はパリで，ガスコーニュ語，ノルマン
ディー語，バ・ブルトン語，ブルゴーニュ語，オランダ語，さらに，
イタリア語，ギリシャ語，ラテン語，モーリタニア語，スペイン語，
ポーランド語，フラマン語，ペルシア語， トルコ語，ヘブライ語， ド
イツ語，ヒ°カルディ語，カルデア語もまた話しているからです。〔…〕
24) 
彼女は，多くの言語名を列挙して，パリでも地方でも言語が多様に存在す
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る事実を根拠として， リベルクールの訴えに反論するのである。
この後，裁判官たちが判決を下し， リベルクールの訴えが全面的に認め
られる。ところが，裁判でオ女に勝利したことに酔いしれている時，彼は
エピカリーから一通の手紙を受け取る。その手紙には，地方にすぐ戻るこ
と，そして，その訴訟は， リベルクールを蝙してからかうために，彼を派
遣した地元の人々が，実は，アカデミーの裁判官やオ女などの役割を演じ
ることを引き受けたパリの人々と共謀して仕組んだものであることが記さ
れていた。
おわりに
この劇は，オ女たちが社会に不利益と混乱をもたらした廉で断罪される
という予想を完全に裏切る結末となっている。モリエールの『オ女気取り』
とソメーズの『真のオ女たち』では，主人公であるオ女たちが風刺の標的
となり，滑稽化されている。ところが，この作品で最後に笑われるのは，
反プレシオジテの立場に立ってオ女たちを追及し，勝利したはずのリベル
クールである。ソメーズは確かにこの登場人物の言動を通して「オ女」批
判を展開しているが，この作品の結末にはさらに別の意図が込められてい
るように思われる。ピュール神父によれば，オ女たちは，宗教的誓願にも
似た「 5つの誓い」を共有していた。その中の 1つに「街学者と田舎者に
対する永遠の戦い」 (laguerre immortelle contre le pedant et le provincial) 25>が
ある。従って，この作品から，「田舎貴族」のリベルクール対「オ女」のエ
ピカリー，さらに，「地方」対プレシオジテの発祥地「パリ」という対立の
図式を読み取ることができる。このように，『オ女裁判』は，ただ，「オ女」
やプレシューな風潮の批判に終わるだけでなく，「田舎臭いもの」 (le
provincialisme) を嫌悪するプレシオジテの 1つの特徴を明らかにする興味
深い作品であると言えよう。
（本学非常勤講師）
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